
 

 

この『道』はどこから来てどこへ向かうのか 

この夏は私にとって、研修をしたり、されたりの熱

い（暑い）日々でした。 

心理カウンセラーの仕事も、公認心理師制度が施行

されてから、少しずつですが、求められる仕事の内容

や方向性が変化してきている感じがします。心理学的

相談援助職のプロとして医療や福祉、司法、産業、教

育の五つの領域において、その知識や技術、経験を貢

献するよう国から求められていますので、万が一にで

も他領域、他職種の人たちとお仕事をすることになっ

た際、私が邪魔をしたり、迷惑をかけてしまわぬよう

にと、慌てて勉強をやり直しています。社会人になる

と、自分が毎日働いている業界のことは何となくわか

って仕事がこなせていても、かかわりの薄い業界のル

ールや価値観、常識にはだんだん疎くなってしまいが

ちです。 

クリニックなどで働く私などは、心理療法的カウン

セリングについて同業者に教えてあげられる知恵や経

験もいくつかありますが、知能検査や適性検査などを

毎日取っている同業者からは検査の実施や結果の見方

について教わることしかありません。 

そして、最近、研修会などを開いたり、逆に参加し

ている中でみえてきたことがあります。各領域にはな

にやら共通する問題がありそうだということです。例

えば、医療領域で復職に向けて治療をされているある

若者の悩みの根底には、「自分が何のために生きてい

るのかわからなくなってしまった」という、「働ける

かどうか」の前に、「生きていかれるか」という心理

状態に直面してしまうことがあります。これを『う

つ』の症状として薬などで治療されて解決される方

も、もちろん居られますが、中にはますます生きる意

欲を失われて社会から遠ざかってしまわれる人もいま

す。 

そして、福祉領域での相談援助を受けて、経済的な

支援を受けたり、デイケアなど専門施設で居場所を得

られるケースもあります。或いは、能力や適性などの

検査を受けられることで、「今まで自分が居た職場の

仕事内容が合っていなかったことがわかった」と、新

たな道を切り開き元気になられる人も居られます。社

会や職業には幅があること、親や先生が勧めてくれた

「良い仕事」より、自分にとって「楽しい仕事」があ

ることを知ったという人もいます。周囲が出世をする

こと、収入が増えることを目指しているので、そんな

ものだと思って真似をしてきたけれど、自分にとって

はみんなが「つまらない」と言う仕事のほうが充実を

感じていて、ずっと続けていたいと思っていることに

気がつかれたことで問題が解決する人もあります。 

このような人たちのケースをみながら、教育領域の

心理相談室で生徒さんたちの悩みを聞いていると、

「もしかしたら、将来の躓きを防いであげられるかも

しれない」などと大それたことを思ってしまったりも

します。様々な可能性を秘めている子どもたちに、親

でも先生でもない私が無責任に将来についてどうこう

言うのはおこがましいことですし、これだけ自分の学

生時代とは全く違う世の中では、確実な安全も、安定

した道も教えてあげることなんてできるはずがないの

ですが、もやもやしてしまうのは私たちカウンセラー

だけではないのだとわかってきました。 

「何になりたいかわからないから、親や先生に相談し

たら、とりあえず勉強して良い大学に入ってから考え

てみたらと言われたからそうする」「高校三年生でこ

の偏差値しか取れないなら、もう、人生終わったから

死にたい」「学校休んでネットの中の人たちをみてい

たら。学校へ行く意味がないと思えたので学校辞めま

す」これらのお話しから、私が感じるのは、子どもた

ちにとって『生きることの実感』がここまで希薄にな

ってしまっているのかという思いです。 

司法領域の心理職の需要も増えています。教育領域



 

 

から見ていると少しハラハラすることがあります。虐

待問題が世間的に注目されたこともあり、とても迅速

に子どもを保護をするようになってきていますが、ま

ずは命を最優先しているので、突然、学校に児相の人

が来て、子どもを連れていかれたと感じてしまわれる

教職員や生徒さんたちは、まったく情報の入って来な

くなったその子の様子をとても心配していたりしま

す。また、何か月も登校されないとか、急に転校とい

うことがあった場合、もちろん命が守られて良かった

ということの次に大きく変わってしまったその子の環

境を思ったりします。 

産業領域での問題は、このお話を読んでくださって

いるあなたのほうが、私などよりも、日々感じていら

っしゃることがお有りでしょう。 

社会全体の不安や葛藤や矛盾をみつめるとき、見え

てくるのは、個人と社会とのつながりを見直す時期に

来ているのではないか、個人が社会からのつながりを

待つのではなく、個人が社会へとつながるための仕組

みづくり、更に言えば、個人個人が自分のために生き

ることと、その個人、一人ひとりが集まって社会を再

構築するということが必要なのではないかと私には思

えてしまうのです。 

２０２０年度から、日本では、小学校１年生より

『キャリア教育』というものが始まります。キャリア

（Career）という英語は、古いラテン語で「車道」を

語源としています。競技場のコースやトラックなどを

指していたものが、やがて人の足跡や経歴、遍歴を表

すようになり、現代では職業上の出世や成功を表す言

葉となりました。ちなみに、ご存知かもしれません

が、携帯のキャリアやウイルス感染者などを指す

「Carrier（運ぶもの）」とは語源の違う単語なのだと

最近知りました。 

子どもにキャリア教育？と仰る人もいらっしゃいま

すが、ここで言うキャリア教育というのは、その子ど

もの人生という『道』がつながっていくことをイメー

ジします。自分は何が好きで、誰と一緒に居たくて、

どんな時に落ち着くか、またはわくわくするのか。得

意なこと、興味のあること、そんな自分自身の感情を

自覚することから始まって、それらをもっと充実させ

るために、教わったり、調べたり、身体を作ったり、

仲間を作ったりして、その先には、誰かの役に立つ喜

びや、誰かに支えてもらえる感謝、自分以外に守りた

い存在があることの意味、働くことや、公私のつなが

りを豊かにすることへとますます『道』がつながって

いけたなら、そこにそれぞれの『個人が生きる社会』

が作られていくのではないでしょうか。 

文科省は、多様性、共生ということをこの数年しき

りに学校教育に求めています。これは『社会が多様

化』したのではなく、『個人が多様化』したため、社

会がそれを受け入れなくてはならなくなったことを示

していると考えます。社会が用意した資源（制度、施

設など）も大切ですが、どうしても社会の動きは個人

の動きには遅れてしまいます。個人が自ら考えをも

ち、自分の『道』をつなげていかれるために、学び、

参加し、助けを借り、誰かを助けるという経験の機会

を積極的に作ろうというのがこの教育方針からは伝わ

ってきます。言葉でいうのは簡単です。このキャリア

教育という新しい試みが結実するためには、今あげ

た、五領域だけではなく、様々な分野の人と人とがつ

ながりあって、長い長い時間をかけて行ったり来たり

の試行錯誤が必要となるでしょう。個人が個人をつな

ぐ役割が求められることになるでしょう。 

私は、この一か月の研修会参加を通じて、いくつもの

不満と不安を受け止めながら、そんなことを考えてい

ました。 
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